
平成２７年度 第５回教育研究評議会（臨時） 
 

 

日  時  平成２７年６月２４日（水） １０：３０～ 

場  所  戸畑：本部棟１階ＴＶ会議室，飯塚：研究管理棟２階ＴＶ会議室， 

若松：ＴＶ会議室・大会議室 

 

〔審議事項〕 

（１）第３期中期目標・中期計画（案）について 

 

 

【添付資料】 

（１）中期目標・中期計画（素案）                   

（２）中期目標・中期計画（素案）見消版                

（３）組織及び業務全般の見直し内容を踏まえた検討状況及び中期目標・  

中期計画等への反映状況確認資料 

（４）戦略性が高く、意欲的な目標・計画調書（案）           

（５）中期目標・中期計画の素案の提出等について（文科省）       
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平成２７年度 第５回教育研究評議会（臨時）議事要旨 

 

１．日 時  平成２７年６月２４日（水）１０：３０～１１：３０ 

２．場 所  戸畑：本部棟１階 ＴＶ会議室，飯塚：研究管理棟２階 ＴＶ会議室 

若松：ＴＶ会議室・大会議室 

３．出席者  学長，理事（大学改革・教育・情報担当），理事（研究・産学連携担当）， 

理事（学生・附属図書館担当），理事（労務・財務担当）， 

副学長（国際担当），副学長（入試・広報担当），副学長（経営戦略担当）， 

工学研究院長，情報工学研究院長，生命体工学研究科長， 

副工学研究院長（副工学部長），副工学研究院長（副工学府長）， 

副情報工学研究院長（副情報工学府長），副生命体工学研究科長， 

春山教授，西野教授 

４．列席者  赤木監事，学長特別補佐（ＩＲ担当）， 

学長特別補佐（コンプライアンス担当）， 

戸畑・若松キャンパス技術部技術長 

 

５．審議事項 

（１）第３期中期目標・中期計画（案）について            

学長から，第３期中期目標・中期計画の素案について，経営協議会から修正を加え

た見消版をもとに説明があり，次のとおり補足があった。 

・ 前文において，一部地域という文言はあるが全面的に押し出していない表現と

している。これは色んな方のご意見を伺った結果，重点支援②（特定分野）を意

識して記載したものである。 

教育活動のうち，昨年度の入学生が３１都道府県から本学に入学しており，就

職でいえば，学部生の３割，大学院生の１割が九州・山口に就職している状況で

あるため，地域に固執していない。 

・ 中期計画においては第２期の成果を意識した表現となっている。 

・ 研究における中期目標・中期計画については大幅に変更している。 

引き続き，資料３により大臣決定における見直し内容を踏まえた反映状況について

一部赤字部分が反映できていない旨説明があり，更に資料４により，現段階での戦略

的な項目案について報告があり，これまでの説明を踏まえ，次のような意見等があっ

た。 

・ 中期計画２７において「第３期の初年度と比較して最終年度までに２０％増加

させる。」は，ここだけが第２期との比較になっていない特別な理由は何か。 

・ 出来たら第２期と記載したかったが，第２期の最終年度は論文数が多くなる不

安等もあり，敢えてこのような記載となった。 

・ 論文数を一人当たり２０％に上げることは非常に高い目標ではないか。 

・ 論文数を２０％上げるには，現状では毎年１００本以上増やす必要がある。 

・ 前向きな修正は可能であるため，１０％で申請してみてはどうか。 

以上の意見等を踏まえ，審議の結果，中期計画２７については「第２期と比較して
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１０％増加させる。」に修正することとし，反映されていない項目については追加修正

を行う可能性がある旨説明があり，了承された。 

なお，２６日（金）の午前中で最終バージョンを決定するため，それまでに修正が

あればご連絡をいただきたい旨依頼があった。 

最後に，文科省から通達された中期目標・中期計画のスケジュール等について説明

があった。 

 


